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1981年12月
中国訪問記
松 田 達 郎
永田武所長を団長とする平沢威男資料主幹 と私の3名
は中国国家海洋局の招請をうけ,南極に関する学術講演
を行うために,北 京国家海洋局 と杭州第二海洋研究所を
訪れた.私 たちの講演の他に北京,杭 州,上 海,蘇 州の
名所見学 も用意されていた.以下12日間の中国印象記を
記 してみよう.
10月8日夜の北京空港には国家海洋局の偉観副局長,
中国国家南極考察委員会(日 本の南極本部に相当)の 郭
現,高 飲泉氏 と通訳の伊延剣氏が出迎えて くれ,す ぐ紅
旗(北 京滞在中の専用車)で まっす ぐ民族飯店へ案内さ
れた.ほ んとうにまっす ぐというのは空港から北京まで
31km－直線の道路だったし,中国原産しだれ柳を主と
した並木は,夜 目にも美しく印象的だった.ち ょうど中
国の辛亥革命70周年とかで超満員の外国要人を迎えて,
よいホテルがとれないことをしきりにわびていた,
北京の一夜を過した翌9日,国 家海洋局において永m
・律第1回 会談が行われた.中国は1985年を目途に観測
隊を南極に送 りたいという計画で諸般の準備をすすめて
いる.ニ ュージーランド隊やオース トラリや隊に科学者
を参加させた り,　SCAR総会には2名 のオブザーバーを
列席させた.　SCARや南極条約にも加盟したいという目
標のもと,南極先進国からいろいろ教わっている,特に
日本 とは生活環境,国 民の体質が似かよっているので,
南極観測の管理,運 営の面から設営,生 活,食 糧.医 療
等日本から多 くのことを学びたいということが述べられ
た.じ っと聞いていた永田団長は南極観測隊そのものを
勉強することはもっとも大事なことだが,国 内で隊を送
り出すまでの計画,調 達,編 成,訓 練等国内の事業の流
れを勉強し,中国独自の組織をつくり,事業を実施する
ことも必要なことだろうと述べ られ,そ のために極地研
として中国科学者を1名,招 へいする用意のあることが
示された.こ の日の会談をもとに,後 日そ の内 容 をっ
め,進 展させることになった.
10日は土曜日であったが,学術講演のために関係者が
集められ,我 々の話を待ちうけていた.先 づ永田所長か
ら,「南極における自然環境と研 究」(2時間),松田は
「南極における生態系」(1時間)と 午前中の講演が行わ
れ,午 後には平沢教授から 「オーロラ現象と地球周辺空
間」の話にひきつづき,松 田は 「南極越冬隊の人類働態
学」の話と1日 にわたる講演を終えた.通 訳伊氏は北京
大学出身の優秀な人で,南極特有の使用語,む っかしい
近代科学用語を十分使いこなし,汗ふきふき大健斗だっ
たし,聴衆も熱心に聞いてくれたと思う.ス ライ ドの図
版等は英語か,漢 字でかかれているので大意 は つか む
ことができるということだった,同 文民族というのはま
ことに都合がよく,看板で街の様子を知ることは容易だ
し,分 らなく.なったときは筆談で雑用は足すことができ
る.
11日は日曜日というのに,と びこみの日程がくみこま
れた.方 毅副首相(科 学技術関係担当最高責任者)が 永
田団長と会見するということだった.10時きっかりに人
民大会堂に入ったら.方毅副首相と武衡南極考察委員会
主任,偉 観副主任等がにこやかに出迎えてくれた.約1
時間,流 れるように話は進んだ.南 極の寒さなどきびし
い自然条件,南 極にお け る研 究,鉱物資源特にオキア
ミ,氷山等の利用など,何気ない語 りと質問の中で南極
全般にっいて広い見識をもっておられることを感 じたこ
とであった.広 い大会堂の応接の間であっという間に一
時間がすぎたが,そ のとき出された中国式入れ方の銘茶
の味が忘れられない.私 は今では自室で同じたて方で飲
みつつ中国のことを思い出している.
北京での名所見学としては頭和園,万 里の長城,十 三
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僕等,視察では北京大学地球物理研究室,国 家地震局の
地球物理研究所などを訪ねた り,有名な北 京姥 鴨料 理
の珍味を 「もういいですよ」というぐらい御馳走になっ
た.13Hの最終Hに は天安門広場や故宮博物館を見学し
て北京空港へ向った.北京空港では律魏先 生 が待構 え
ていて,空港ロビーで永田 ・律第2回 会談がもたれた.
中国は極地研の招へいを喜んでお受けし,一名の科学者
を来年秋に派遺するがその ときもう1名n本 語のわかる
研究者を中国側の費用負担で派遣したいこと,それ とは
別にn本 の南極観測事業の実状視察のために調査団(律
団長以下8～9名)を 来年派遣 したいと要望がのべ られ
た.永 田団長はこれを了承するとともに,極地研が発刊
している研究報告;t}についても供与することを約束され
た,慌 しい会談を終えて,空路杭州へ向った.夜 になっ
て着いたが,宿 泊はかの有名な西湖のみえる湖畔の丘の
上にある西冷賓館であった.窓 を開けると湖畔の灯が水
面にゆれ,す ばらしい景観を思わせた.西湖の月も所謂
「平湖秋月」の句に相応しいものだった.堤 に植え られ
たしだれ柳が湖面にゆらぐさまをみていると,その 昔白
楽天や蘇東波の詩情をかきたてた思いを不粋な私も感ず
ることだった,
国家海洋局の第2海 洋研究所は楊子江沿岸から東支那
海(中 国では東海という)の調査研究をうけもつている
ところだ,こ こでの講演は永田所長の 「南極の自然科学
と観測,松 川の 「南極の 生 物」,平沢教授の 「オーロラ
の話」の順で15nの午前と午後行われた,こ の研究所の
所員の1名 は既に外国南極隊に参加して調査に加わった
こともあ り,論文別刷もいただいたし,我 々の話も身近
に感 じで聞いてくれたようだった.
北京から高氏と伊氏は我 々に同道 してくれて,n程 す
べてについて,我 々の意向をいれつつ調整し,手配をし
て くれた.こ こ杭州でも名所案内が組まれ,花 園,西湖
周覧,呉 山,霊 隠 与等々をつききりで説明 を して くれ
た.「|.[仙公園の中の茶店ではハスの蓮根からとった澱粉
でちょうどかたくりのようなどろどろのものの上に,今
を盛 りと咲きにおっているキンモクセイの花をパラパラ
とふ りまいてある食べものをお茶椀一杯 御 馳走 に なっ
た.そ の味が忘れられず土産物屋でその蓮根の粉を買っ
て帰った.霧 隠.yの植木の中にナギの木を大事に植え育
てているのを見,中 国でも仏事の中で日本と同じくナギ
の木を使うと知って驚きをかくしきれなかった.照葉樹
林文化の一つとしてサカキが神社にあるのは「1中共通な
のは知っていたが,ナ ギの他にもまだまだ木に対する共
通の風習があるのではないだろうか,
このあと.上海へは汽車の夜の旅4時 間だった.軟座卓
と便座車があ り,勿論軟座卓の1マ スを川 意 して あっ
た,上 海の宿泊は西郊賓舘 といい,毛沢東が上海に来る
ときの常宿だったといわれ,広 大な敷地の中に1階 ～2
階だけの建物がポツンと建っている感 じで,そ の庭園は
築山あ り果樹園あ り,ハス池,石 橋と,見て歩くだけで
2時間はかかるだろうと思われた.
蘇州への「1帰り旅行にはマイクロバスが用意されてあ
った,朝 食持参でのりこみ,昼 前に蘇州へついた.こ こ
では蘇州市科学委員会主催の豪華な中国料理でもてなさ
れた.銀 鼠桂魚という最高の料理,マ オタイ酒もよかっ
たが,私 にとっては3種 のアンコ入りまんぢゅうは珍味
だった.蘇 州寒山寺では 「月落烏鳴……」の石碑をみた
永田先生はむかし愛唱の漢詩の原典に触れられ,.解ぴを
か くしきれなかったものとお見受けした,
中国と日本は一衣帯水の位置にあるとよく聞かされた
が,杭 州,[二瀬,蘇 州をみて私の故郷鹿児島と樹木の景
観がよく似ている.同 じ照葉樹林帯の中にあると称え始
めた吉良中尾両先生の卓見をひしひしと感じた.私 の知
っている11本にある木で中国にあるものを手帳にメモし
ておいたら73種あった.そ の中でrl,P双方の自然植生と
してみ られるもの34種(サカキ,ク スノキ,マ サキ等々)
中国か らn本へ移し植えられた種類はイチ ョウ,プ ラタ
ナス,エ ンジュ,キ ンモクセイ,ハ クモクレン,キンカ
ン等々39種もあった,千 年をこす[1中交流の一つとして
樹木からその深さを知ることができた.中 国がア ジヤの
11Pの第2番11の南極観測国となろうとしているとき,永
川団長のいわれる如く,隣国としてできるだけの協力を
することがこれからのn中 国際協力の趣旨からいっても
大書なことであろうと思った.
上海では楊子江の船旅が組まれてあった.川1自iをつた
わる風はつめたかったが,船 内を流れるバックミュージ
ックに荒城の月,箱 根の山,船 頭小唄,浜 千鳥,赤 とん
ぼ等々,9曲 もメ ドレーで流れてき,一瞬あたたかい風
を感 じることだった.上 海科学委員会の二E副'拝務局長と
の表敬挨拶もすませ,20[1には高,伊,程 氏に見送られ
ながら上海空港から帰国の途についた.
(筆者:国立極地研究所研究主幹)
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人 民 大 会 堂 に お い て,方 毅 副 首 相(右 端)
と会 談 す る永rll所艮
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1981年のIAGP会 議報告 南極観測隊便り
楠 宏
　IAGP　(Intemational　Antarctic　Gla iological　Project　l
南極氷床国際共同観測計画)へ の日本の参加については
極地研ニュース40号で報告されている.この計画の協議
会議(Council　meeting)はldfP開かれてるが,年 次計画
の立案のためには各114の設営担当機関の代表者も含めた
検討が必要なためである.今回の会議は去る9月4日 か
ら16日にかけて,米 国オハイオ州立大学(コロンバス市)
において南極雪氷学を中心 とする一連の国際会議が開か
れ,そ の期間に開かれた.我 が国からは常任代」ξ者であ
る東晃教授(北大工学部)と筆者 とが出席 した,
IAGPの科学的成果の発表には,上記期間中にIHIかれ
た第3回 南極雪氷学国際シンポジウムにおいてまる1n
当てられ,約20篇の報告([1本から3篇)がなされた.こ
れに先立つ電波雪氷学のワークショップでも,n本 から
IAGPに関連して報告1篇 が出された.これ らの学問上
の意見交換のあと,協議会議が開かれた.参 加国(オ ー
ス トラリア,フ ランス,n本,連 合王国,ソ連,米 国)
の代表全員が参加し,開催国代表のCharles　Bentley教
授(ウ ィスコンシン大学)が 議長となって議咀が進めら
れた.
前回(1980年10月,ニュージーランド)の議 奮録の承
認のあと,各 国の活動報告(主 に1980-81年夏期)が提
出され,日 本からは極域気水圏観測(POLEX・South)及
び地殻構造の総合解析に関連した雪氷研究の現況を報告
した.更 に,第23次隊か ら始まる束クイーンモー ドラン
ド地域の雪氷研究についても紹介した.議題の中心は今
後の研究計画であ り,特に推進を必要とする氷床の深層
掘削と氷コアの解析,氷 上 トラバース,無 人観測装置の
開発,人 工衛星受信,氷 床モデル,氷 河地質学などが検
討された.ま た,ソ 連隊の出版物の英訳の促進も話題と
なった.
IAGPの対象とするのは東部南極大陸の氷 床 であ る
が,日 本以外の国は主に東経50度以東で活動を して お
り,日本隊の今後の活動領域とするクイーンモー ドラン
ドは各国ともまだその手を延していない.この意味にお
いても,日本隊による東クイーンモー ドランド地域雪氷
・地学研究計画に課せ られた使命は大きい.
次回は1982年7月頃,レ ニングラー ドで開かれる第17
回SCAR総会及びSCAR設営シンポジウムの期間に開
かれる予定である.
(筆者1国立極地研究所企画調整官)
22次越冬隊の近況一
今年の昭和基地は,冷 たい春が訪ずれている模様だ.
10月の平均気温は一15.5℃と低く,基地開設以来2番 目
の寒さとなった,全 般的に雲が多く,ぐずついた天候で
あった.そ れでも最高気温も一3.9℃まで上が り,ずい
ぶんすごしやす くなった.
10月14「1昭和基地よりマラジョージナや基地に向けて
ピラタス機が飛び立った.超 高層観測のための機器の保
守点検 と,氷状偵察が目的である.このソ連基地への訪
問は,"ふじ"によっても夏期間に予定 されている.
アザラシの死体があいついで発見された.10月9日に
はとつつき岬で2頭,27nにはオングルカルベ ン島で1
頭がみつかった,
気水圏のVル ー ト旅行隊は観測カブースの一部破損に
悩まされながらも,日的の観測をほぼ実施して11月20日
にみずほ基地に掃ってきた.こ の期間 中最 低気 温 は
一65.8℃に達した.
沿岸調査では,海底地形調査が精力的に行われた.今
年は,0.9～L5mの薄い一年氷がかな り広範囲 にわ た
って張 られてお り,雪上車での行動は円滑であった.そ
の結果,リ ュツォ・ホルム湾の主要海域の海底地形の大
要が明らかになった.白 癩氷河沖の海底には昔の氷河で
削 られてできた深い谷がか くされていて,測 定された最
深部は1590mであ り,これまでに知られている大陸 棚
上の谷 としては,世 界で2番 目の深さを持つものである
ことがわかった,
12月の初めか ら始まるやまと山脈への調査旅行は,気
水圏 と地学の2つ のパーティにより行われる.吉田隊長
をリーダーとする地学班はすでにみずほ基地を11月29日
に出発した.ま た,気 水圏班は,観 測カプースの修理を
済ませて12月1nに同基地を出発する.旅行期間中,人
員交代や観測のために航空機も頻繁に昭和基地,や まと
山脈間を飛びかう.やまと山脈の調査は,1月 初旬まで
行われ,昭 和基地へは1月下旬にもどる予定である.
一算23次観測隊の家族会開かる一
南極への出発前 日の11月24日,第23次南極地域観測隊
家族会が東京会館 「ロイヤルルーム」(霞が関ピル34階)
で開催され,39家族,145名が参加した.
永田所長の挨拶,星合隊長の話しにつづき,第23次隊の
行動予定,電 報の打ち方等留守中必要な諸連絡が行なわ
れた,ま た,第23次家族会長には,星合隊長夫人が選出さ
れ留守中の連絡をとり合うこととした,最 後に映画 「大
いなる南極大陸」を上映して盛会のうちに幕を閉 じた.
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一第23次観測隊出発一
難23次南 極 地 域 観 測隊(兀 合 孝男 隊 長 ほ か43名),オ
ブ.り:一バ ー1名 を乗 せ た 観 測 船"ふ じtt　は,11月25|1
(水)午前ll時,家 族 ・関 係 者等 多 数 の 見 送1)の中,東 京
港 晴 海 埠 頭 か ら一 路 南 極 に 向 け 出 港 した,
1,i]隊は 今 年 度 か ら始 まる 「極域 中 層 大fxC総ft観測」
(MAP),「東 ク イー ンモ ー ドラ ン ド地 域 の雪 氷 ・地 学 研
究 計 画 」,「南 極 沿 岸・生 態 系 に お け る 生 物 生 産 の 基 礎 研
究」　(BIOMASS)を3大In点観 測 と して 実 施 す る.
"ぷ じ"は 途 中 オ ー ス トラ リアの フ リマ ン トル に寄 港 ,
12月.ト旬 に 求縁 に 着 き,来 年1月 ヒ旬 か ら2　jl　l:句まで
輸送 作 業 をは じめ,沿 岸 に お け る 調 査,新 発電 椒 基礎Il
']1:等が 行 われ る ,2月 上旬'`ふじ"は 第22次越 冬隊 員 を
収 容 した 後,ポ ー トル イ ス,シ ンガ ポ ー ル を経 て 来 春4
)]20「|に東京 港 に 帰 着 の 予定 で あ る.
晴 海 埠 三ぎ1にて,左 か ら 星合隊 長 前 副i:家長
一南極OB会 開かる一
56年度 の 南 極OB会til1」]2e日18時・よ り東 条 会 館 にお
い て,第23次 観 測 隊 員 の 歓送 会 を兼 ね て 行わ れ た.第1
次 の 「宗 谷」 出 港 か ら25周年 とあ っ て,1i"tj,の隊 い,乗
組 員 な ど懐 か しい 顔 も含 め 約140人 集 ま った.
第24次観測隊の隊長 ・副隊長決 まる
南 極 地 域 観 測 統 合 推進 本 部 総 会 が11月24[1(火),霞が
関 ビル33階(朝|1の 川)でllF・"nl,され,来 年秋li{発予定 の
第24次観 測隊 の隊 長 ・副 隊 長 を決 定,同 日発 表 され た.
隊 長(兼 越冬隊長)
す し しん じ
河 骨 爾
Ii'{科ll4イF8月8[1ノ上
国立 極 地 研 究 所 助 教 授
・享閂 分 野:雪 氷 物 理 学
極 地 歴;第20次 越 冬,第23
次 夏(副 隊 長)
副隊長(夏 隊)
おお やま よし くに
大|11佳 邦
日召下[|13イFlo月15||
国 立 極 地 研究 所 助 教 授
専 門 分 野;低 温 生理 学:
極 地 歴:第17次 夏,第19次
越 冬,そ の 他 オ ー ス トラ リ
ア 基 地.
シンポジウム報告
一策5回 南極生物シンポジウム一
当 研究 所1る催 に よ る 標 記の シ ンポ ジウム が 去 る9月17
Hよ り9月19日 ま で の31|間 当研 究 所 講'}:1:にお い て 開 催
され た.本 シ ンポ ジウ ム も既 に5回 目 とな り,南 極 に お
け る 生物'γ:研究 の発 ノミの場 として,ま た 討 論 の 場 と して
す っ か ワ定 着 し,そ のEli:要性 が 一 段 と増 して い る.今 回
は,　BIOMASS国 際 協 同観 測の 下 に実 施 され た 「FIBEX
計 画:第 一・次 回陪ミBIOMASS実 験 計[dii]」の 成 果 の 報 告
と討 論 を中 心 課 題 とした.吏 に,新 た な 試 み と して こ の
成 果 を踏 まえ て 「SIBEX計「Efr{:第二 次1|4際　BIOMASS
実 験 計II刷の た めの ワ ー ク ・シ ョ ッフ もプ ロ グ ラム の 一
部 とした.
今 回 はFIBEXの 成 果 の 発 表 と い うこ と もあ り講 演 数
30編の内F[BEX関 係 が26編あ った.こ の 全 て が オ リ ジ
ナ ル論 文 で あ り,内 容 的 に も非 常 に興 味 深 い も の が 多
く,討 論 も活 デ邑に け われ た.ま た,ワ ー ク シ ∫ッフ に お
い て はSIBEX　Ii'1'iikiに対 す る具 体 的 提 案,特 に 調 査 季
節,調 査 方 法 等 に関 す る提 案 が 多 くあi〕,　FIBEXの 成
果 が 今|11|のシ ンポ ジウ ム を通 じてVl:ちにSIBEX計 画 に
活 か され る とい う非 常 に時 宜 をiりた,か つ有 益 な る シ ン
ポ ジウ ム で あ っ た.
プ ロ グ ラ ム
9月17「1〔木)
1生 物 生 産 の 場 とし ての 南 極 海 の 海 洋 構 造 と特 性
L夏 季 南極 海30CE-90°E『1]の海 洋 構 造 と 特 性 一
1980-8!イト1川汀ζノL、訂局在 ヵ、ら一
永 延 幹 男(東 大 ・海 洋 研)
西 尾 高}'1/(水産 庁 ・開 洋 丸)
2.南 極 洋12辟E.16ぴE線の 海 洋 構 造 に つ いて 一 海 鷹
丸 に よ る観 測結 果 か ら一
松浦 昇(二 洋 水 路)
加 藤ifi:・(東水 大)
3.第22次 南 極 観 測 隊 海 洋 観 測 結 果 に っ い て
倉 本 茂 樹(海 上保 安 庁 ・水 路 部)
小 山 薫(海 上 保 安 庁 ・水 路 部)
一.一ー一4
極 地 研
4.「ふ じ」による海洋物理 ・海洋化学定常観 測 につ
いて一現在までの観測成果の概要一
菱田昌孝(海 上保安庁 ・水路部)
5.海 鷹丸の調査による栄養塩の分布について
佐藤博雄(東 水大)
6.南 極海 インド洋海域における化学的水塊構造
宇野史郎(水 産庁 ・南西海区水研)
中村陽一(筑 波大 ・生物)
小牧勇蔵(水 産庁 ・遠水研)
ll　南極海における動物プランクトンの諸問題
1.海 鷹丸1980-1981年調査航海時にみ られた南大洋
におけるmacroplankt。nとmicronektonの生物量
丸山 隆,豊 田 浩(東 水大)
2.ブ イツシュポンプ採集による大型動物プランク ト
ンにっいて
笹田陽一(東 水大)
3.南 極海 インド洋区における椀脚類の重着分布
中村 牧,福 地光男(「1大農獣医 ・極地研)
4.サ ウスジョージア沿岸における浮游性権限類特に
Drepanopus　pectinatus　BRADYと　D.　forcipatus
GIESBRECHTの出現
箕田嵩(北大 ・水産)
皿 オキア ミの成長と代謝
1.オ キアミの代謝
瀬川 進,加藤光雄,村野正昭(東 水大)
nl上英一郎(名 大 ・水圏研)
2.ナ ンキョクオキアミの初期発生
菊野 秩(北 大 ・水産)
沢本彰三(東 海大 ・海洋研)
菅井準一(東 水大)
3.ナ ンキヨクオキアミにみられる摂餌の日変化
沢本彰三(東 海大 ・海洋研)
菊野 秩(北 大 ・水産)
菅井準一(東 水大)
IV　南極海沖合及び沿岸の魚類とベ ントス
1.吉 野丸によるスコシア海南シエ トランド島北岸沖
合海域における底魚資源予備調査
高橋正憲(水 産資源開発セ ンター)
2.　SOUTHSHETLAND諸島周辺の底魚相
岩見哲夫(筑 波大 ・生物)
阿部宗明(東大 ・総合資料館)
3.リ ュツォ・ホルム湾東部海域の魚類相について
内藤靖彦(極 地研)
岩見哲夫(筑 波大 ・生物)
4.昭 和基地周辺での潜水による底棲生物調査
渡辺研太郎(極 地研)
中嶋 泰(東 水大)
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9月18日(金〉
V南 極海における海鳥 ・海獣類
1.南 極海を主とした南大洋の ミズナギ ドリ類一特に
Pterodroma属の分布一
中村一恵(神 奈川県立博物館)
2.開 洋丸のFIBEX航海における海鳥の目視観察
大山佳邦,内藤靖彦(極 地研)
3.リ ュツォ ・ホルム湾におけるアザラシ航空セ ンサ
スにっいて
内藤靖彦(極 地研)
4.　IWC・IDCRによる南氷洋 ミンククジラの国際 資
源調査
加藤秀弘(鯨研)
5.　FIBEX　における海洋調査船による鯨類 目視効率
大隅清治(水産庁 ・遠水研)
笠松不二男(共 同捕鯨)
1特 別 講 演1
　 A　comparative　examination　of　Arctic　and　Antarctic
　 phytoplankten　production　a d　dynamics　of　the　seaso・
　 nal　sea　ice　margin
　 　 　 Vera　Alexander　(University　of　Alaska,　Director,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Institute　of　Marine　Science)
W南 極 海 の 一 次 生 産 及 び 沈 降 粒 子,懸 濁 物 の 諸 問 題
1.南 極海インド洋海域における植物色素量の鉛直分
布様式
宇野史郎(水 産庁 ・南西海区水研)
2.海 鷹丸研究航海時の南極海におけるクロロフィル
の分布について
山口征矢(埼 玉大 ・教養)
柴田佳明(東水大)
3."ふ じ"による南極海 クロロフィル分布調査
渡辺研太郎(極 地研)
中嶋 泰(東 水大)
4.南 極海及びその周辺海域における懸濁態有機物の
分布と組成
田上英一郎,'1三田暢彦(名 大 ・水圏研)
加藤光雄(東 水大)
5.南 極海における濁度分布
森永 勤(東 水大)
6.粒 状有機物の鉛直フラックス,　POC,　DOC,　ATP
量の測定
藤田直二,西 沢 敏(東 北大 ・農)
11総 合討論
(FIBEXの結果の評価と今後の課題について)
座長 星合孝男 ・根本敬久
指名討論者(討 論10分,質疑10分)
1.奈 須敬二(水 産庁 ・遠水研)
5一
2.角 皆 静 男(北 大 ・水 産)
3.福 地 光 男(極 地 研)
4,西 り畏 敬(東 」ヒゾく・理髪)
5.谷 「1旭(東 北 大 ・農)
6.河 村 章 人(北 大 ・水P勧
7.」 産合 拳 ≡乃(極 地葡D
8.大 隅 清 治(水 産 庁 ・遠 水研)
9.加 藤 屯一・(東水 大)
9月19N(.上)
SIEBEX計[dlbiワー ク シ ョ ッ プ
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座長 松 田達 郎(極 地 研)
1.海 鷹 丸 のa'i'画
fi野 誠(東 水k)
2.開 洋 瓦 の 計 画
小牧 勇 蔵(水 産 庁 ・遠 水 研)
3.白 鳳 丸 の,]1'画
根 本 敬 久(東 大 ・海 洋研)
4.し らせ 及 び 昭 和 基 地 のll卜画
内藤 靖 彦(極 地 研)
「し らせ」 の 要 目
進 水 した"し らぜ'
〈一般共 同研究 の公募 について〉
昭和57年度一一般共同1り1究の公募について,各大学及び
研究機関の長に発送しましたので,申 請をする方は所属
機関にお問い合せください,な お,r11請期限は例年より
早くなってお りますので,御 注意ください.
公募の概要
公募1頭
一一般共同研究(所 外の個人又は,複数の研究者と所内
の教官が協力し,'11研究所を共同研プ芒の場 として,極
地に関する研究を行うもの).
資 格
国立,公 立及び私立大学,国 立及び公立研究機関の研
究者又は,こ れらに準ずる研究.者
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研究期間
1年～3年
申請方法
研究内容,研 究課題及び経費等について事前に当研究
所の関係教官と協議の上,研 究代表者を定め所属長を
通 じて提出してください.
申請期限
昭和57年1月30n(一ヒ)
選 考
研究課題の採否及び所要経費の査定は,共同研究委員
会並びに運営協議員会議の審査を経て所長が決定しま
す.
採択通知
採否の決定は,昭和57年3月(予定)に 行われ,採 択
● された場合は所長から研究代表者及び同所属長あてに
採択を通知 します.
所要経費の支出
提出された申請書をもとに旅費及び研究費が配分され
ます.な お,旅 費は研究所に来所するために,校 費は
研究所において使用する消耗品に使用することを原則
とします.
提 出 先
〒173東京都板橋区加賀1-9-10
国立極地研究所庶務課研究協力係
TELO3(962)4711
文部省永年勤続者表彰
文部省永年勤続者表彰規程に基づく被表彰者 として会
計課長の加藤孝一氏が該当し,その伝達式が11月27H午
後12時から所長室において行われた.
式は,所 長から被表彰者に対し,文部大臣の表彰状が
● 髄 され謝 せ・当研究所か・記念品として銀杯を贈呈
して終了した.
10月211
10月22H
■来 訪 者く
10月31rl～11月7日
Dr.　BRETT,　R.　〔米 国立 科 学 財 団 地 球 科 学
局 長)
Dr,　COLE,　J.　(ウエ リ ン トン ヴ ィク トリ
ア 大 学)
Dr.　SKINNER,　D.　(ニュー ジー
ラ ン ド地 質調 査所 研究 員)
レ見 学 者く
10月31n板橋区立板橋第五中学校18名
7
第22次隊月例報告
〈55年9月 ・10月〉
9月の初めは大型ブ リザー ドによるいくつかの被害が
あったが,そ の後は,ほぼ穏やかな口々に恵まれ,ピ ラ
タス機による観測 ・野外調査支援 ・みずほ人員交代や沿
岸旅行などの野外活動の季節を迎えた.
10月は中旬に好天があったものの全般的 に天 候 が悪
く,また磁気嵐もあって予定していた航空磁気測量が充
分に行えなかった.一 方,好天の時期を中心に気温が低
く,海氷が成長し,リ ュツォ ・ホルム湾の海氷上での調
査が行われた.
観測報告
極光観測(定常):期待していた秋分前後のオーロラは
さほど強 くはなかった.全 天カメラの観測は10月10日ま
でを予定していたが,天候と月の影響で5日 で打切った.
人工衛星受信観測:気 象衛星受信を1軌道のみである
が自動化した.良好に作動中で,深 夜から早朝にかけて
の連続受信に使用している.
環境科学1と っつ き岬 付近 で2頭 のアザラシを捕獲
し,現場で凍結させて回収 した.体 長は雄230cm,雌
220cmで,体重は250kg以上あP,基 地の250kg台秤
では測定できない.それぞれ梱包し雪 中 に埋 めた.ま
た,オ ングルカルペン島北西1km地点でアザラシの幼
獣死体頭を発見し採集した.
地学:リ ュツォ・ホルム湾内において,高Fs3000ftと
5000ftによる航空磁気測量を実施 した.ま た,ス カー
レン地区及びオングル諸島地区で重力測定を行った.ス
カーレン地区には航空機によって重力計を輸送した.そ
の他にも地質調査や底質の採泥を行った り,海底地形調
査などを実施した.地温連続観測は順調に経 過 してい
る.
設営報告
燃料消費内訳 単位:1
区 分
普 通 軽 油
灯
?
9月10月1
閲1土星 義 玉 融 肚.残 量1
14・572287・86114,35827亀讐i
5,11915,4925,29010,202;
通信:9月 の短波通信は不能日が少な く順 調 であっ
た.10月の中旬に電離層の状態が極めて悪くな り,どの
回線も不能回数が多く,旅行隊との交信にも支障があっ
た.ま た,マ ラジョージナや基地への飛行に際し,マ ラ
ジョージナや基地 との直接交信を実施した,マ リサット
通信は9月 ・10月とも良好であった.
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南 極 月 別 気 象 資 料(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Stations)
平 均 気 温(Mean　temp.)　(℃)
最 高気 温(Max.　temp.)　(ec)
最 低気 温(Min.temp.)(℃)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　pressure,sea
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 |evel)　(mb)
平 均 蒸 気 圧(Mean　 vapour　pressure)　(mb)
平 均 相 対 湿 度(Mean　 relative　humidity)　(%)
平 均 風 速(Mean　 wind　speed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分間 平 均(Max,　 wind　speed,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 10-min.　mean)　(m/s)
瞬 間 最 大 風 速　(Gust)　(m/s)
平 均 雲 量(Mean　cloud　cover)　(1/10)
快 晴 月 数　(Number　of　clear　days)
昭 和 基 地(Syowa:89532)
9月(Sep.)
一18 .1「C
－5 .5
一29
,0
986.2
1.⑪
60
4.7
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6,3
5
10月(Oct.)
一15
.5
一3
.9
一32 .3
981.3
1.6
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7.2
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6.8
8
み ず ほ 基 地(Mizuho:89544)
10月(OcL)9月(Sep.)
一41
,2
一30
.0
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【極地豆事典】
南 極 の航 空 機
南 極 にお け る初 飛 行 は,1928年11月16「1にデ セプ シ ョ
ン島 か らパ ー マ1卜島 を飛 んだ サ ー ・ヒ ューバ ー ト ・ウ イ
ミ ル キ ン ズ操 縦 の ロ ッキ ー ドベ ガ 機 で,リ ン ドバ ーグ が 大
ミ 西 洋 を横 断 した 翌 年 で あ っ た,同 じ シー ズ ンにバ ー ドは
≧ 。 仁 ド醗 機(.。 イ ド.ベ ネ 。 ト号)な ど 磯 を リ
!Pレ ア メ リカ2馳 に恨 み,1929・q、月28【コ初の 醐 点
、 往 復 飛 行 に成 功 し,南 極 の航 空 機 時 代の 幕 明 け と な っ
た.そ の 後 バ ー ド,ク リス テ ンセ ン,モ ー ソ ン,エ ル ス
ワ ー ス等 に よ る 果敢 な 空 か らの探 検 に よ り未 知 の 大 陸 の
ミ
}ベールは・急速に剥がされていった・
}我 が[1本隊が航空機を使い始めたのは1956年の1次 隊
iか ら で あ る が,1次(セ ス ナ180),2,3次(ビ ー バ ー),
ミ
16次(セ ス ナ185)・10・IL12次(°・キ ー ド'ラ サ)
}ま で は夏 隊 で 使 用 した の にす ぎず,こ の間 の 総 飛 行 時 間
ミ は199時間 に しか な らな い.本 格 的 運 用 は,セ スナ185を
ミ
濃 豊野 畿゜ 慧灘 竺覧競㌫
ミ ・85を運 用 し,・・次 で は ビラ ・ ・ ボ+PC-6を カ・|え、由い一ー 一 、P-"判一 一'"一一'一'一・'""一一"'
… 一
て,2機 の越冬運用となった.越 冬初めに不 幸にしてセ1
スナ機を海中に失いはしたものの,航空写真測肱 アイ{
スレーダー,地磁気測定,大 型動物分布調査などの観測 ミ
や.夏期… 燗 ・わた・やま・ILI脈蹴 隊嚇 送やバ
越冬中の野細 越 搬 ど積鋤}・1釧されるようにな ミ
P,雪1,iFだけに頼っていたn本隊のオペレーションも き
大 き く変 。て き た.1
これ か ら旋 され て い る嘲 ・の東 ク イー ンモ ー ドラ ン{
{ド計画や地学のセールロンダーネ山脈調査計画など日本 ミ
隊の働 細 も広まりっっあり・艦 機はますます利 ミ
欠 の もの とな って い く で あ ろ う.ア メ リカ 隊 のC-141ミ　
や ソ連 隊 が モ ス クワ か ら飛 ば して い る イ リュ ー シ ン18Dき～
などの大轍 は恥 べくもないが川 本隊の継 機の充 ミ
実を将来に望みたい.それを思 うに60年前の1920年,帝
国議会へ南北両極飛行機探検にっいての請願ltlを出した
白瀬中尉の先見の明は敬服に値する.
(写∫工説明1や まとIII脈のビラタス機 とセスナ.機)
日本隊保有航空機諸元
エ
ミ
》
1要 目1セ スナIS5スhtワゴンiピ ラタスS-7-PC-61
這...式 小9単ree　1～6x　小覆革鳩1這 婦
|;論 ジ 費ltI坊㌃1器品"h〕!;;㌶1孟瓢
寸法 〔全幅X全長×全高)11y7.9x2.4m15.2Xlly3.2m
最 大 離 陸 重 最1.4971a .2.Toong
巡 航 速 度203km/hI175km!h
実 用 上 昇 限 度5.2凶m8000m
ホ サ 距 離 くゆ　けナ あし　 レリ めあ　 ヒあ
:芸 滑合距 領 撫|1辮
"送能力(パ イロ7トm)㈱ ㎏　 　 :　VJM　ig(増槽付)
㎜ ㎏ 〔増槽なし)
※今後の運航針師は24.25次両機越冬運用1年休み.27.2S次ts冬の予足
〜
?
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